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1
によって帰納的に定義する（cf．固）．
Mを次数2ばの偏極K3曲面のモジュライスタック，π：λ㍍→MをK3
曲面の普遍族とする．以下，ρ鬼dを仮定する．ヵ＝π．ΩシMとおけば，こ
れはMのCh◎w群（フ砧μ）の元を与える・自然数ん（1≦九≦10）およ
びん＝ooに対し，
とおく．このとき，
M（九）ニ｛x∈Mlhei遠h時x≧九｝
M＝M（1）⊃M（2）⊃．．，：）M《10）⊃M（。。）
である．これらの記号を用いて次のような結果を得る．
　定理2．《簸m．M（∋＝20一ん（1≦ん≦10）．
　（この定理は，ん＝1のときは，Ogus［6］によって既知．さらに，　Ogusは
C∫yst逼ロe　coh限d◇gyを用いて，この定理の別証を与えた（己［7D．また，
磁m1しf（°°）＝9であることも知られている（［6D・）自然な単射Zん→Ω互か
ら誘導された準同型写像♂（．X，　ZD→∬1（X，Ω勤の像をIm日1（X，　Zり
と書く．
　定理3．（X，D）を偏極K3曲面，τ∈Mを（X，ρ）に対応する点とする．
Φxの高さんく◎◎と仮定する．このとき，
屯m∬1（X，β九）＝ん一1，由m∬1（X，Z九）＝20，　lm∬1（X，　Zん）＝21一ん
が成立する．このとき，M㈹の¢における接空間は
｛丘n丑1（x，z九）｝∩刀⊥C∬1（X，Ω㌔）
と自然に同型である．とくに，Af㈹＼M〈°°）の点はラM｛司の非特異点であ
る．さらに，Chow群0丑ξ1（M）におけるルf㈲の類は
　　　　　　　　げ一1－1）ぴ一2－1）＿（狽一1）妙
で与えられる．
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2　モジュライ空間のストラティフィケーション
　XをK3曲面とし，次のような加法群のdouble　complex　C呪を考える．
　　　　　　　　　↑・　　　1・　　1・
　　　　　　0、（呪（Ox））旦客0、（Ω㌔）⊥0、（Ωそ）
　　　　　　　　　↑・　　　↑・・　　1・
　　　　　　0、（呪（Ox））2隅0、（Ω輻）⊥0、（Ωを）
　　　　　　　　　↑・　　　1・　　1・
　　　　　　C。（阪（Ox））鯉0。（Ω文）ム0。（Ωを）
ここに，0‘はi－th　Cech　cochains，4は微分形式の外微分，縦方向はCech
の意味の微分である．刀。はSerreによって導入された微分で，次のように
与えられる（c£［8D：
　　　　　　　　　　　　刀π：珂㌦（Ox）→Ω互
　　D。（・。，・、，＿，・。．、）＝・ζ　1－14・。＋＿＋・｛二；4・。．、＋4・。．、，
この微分はD叶1V＝Dπを充たし，同型写像
　　　　　　　　1）π二V7竺（Ox）／FV臨（Ox）i≧BπΩ㌧
を引き起こす．0阪に付随したsingle　complexのi－th　cohomology群を
五ちRw。（X）と書く．π＝1のときは，このcohomology群はふつうのde
Rham　cohomology群∬ちR（X）にほかならない・互6Rw7、（X）は，　de　Rham
cohomology群のHodge　61trationと同様の61tration
　　　　　　　　　　O⊂F2⊂F1⊂丑6蹴（X）．
をもつ・このとき0⊂F2⊂F1は丑6R（X）のHodge　61trationの対応す
る部分と一致する．自然な同型
　　　　　　　　∬；RW。（X）／F1コ2（X，剛Ox））
を得るが，∬るRW．（X）上のFrobenius写像FはF1上零写像であるから，
　　　　　　　　F・∬2（X凧（Ox））一∬る肌（X）．
なる写像を誘導する．
　また，γπ一1：0x－→肌（Ox）は加法群の準同型写像
　　　　　　　　　γπ一1：己（Ox）一→α（V陽（Ox））．
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を誘導するから，己（Ωを）上は恒等写像を考えることによって，double　com－
plexの準同型写像γπ一1：0隅一→0碗をうる・もうひとつ次のような
double　complex　O嘱o）を考える：
　　　1・　　l　l
C2（阪（Ox））→0→0
　　　↑・　　↑　1
01（呪（Ox））→0→0　　　↑・　　↑　1
σo（碗（Ox））　一→　0　－→　0
丑：W。（Ox）一→碗＿1（Ox）は加法群の準同型写像
R：己（阪（Ox））一→α（呪＿1（Ox））．
を誘導するから，これを用いて，double　co皿Plexの準同型写像R：0γ陽一→
0吻鵬をうる．以上からdouble　complexの完全系列
0→0略巴1C肌旦・0閲巴、→0
が得られ，したがって，加法群の準同型写像
0→∬るR（X）ど二1∬る蹴（X）一皐∬・（呪．、（Ox））→0
　　　　　寸　　　4　　　　寸
・→∬もR（X）巴1H』凧（X）ム丑・（碗．、（Ox））→0
をうる．
　．F：丑2（阪（Ox））一→∬2（呪（Ox））がi＝1，．．．，η一1に対して零写像
であるとする．このとき，上記の図式よりF1瑞W．（x）⊂γ九一1∬6R（X）
となる．したがって，加法群の同型写像五；R（X）竺γπ一1刀』R（X）を用い
て，加法群の準同型写像
Φ。・五2（W竺（Ox））上・V・－1瑞R（X）竺形。（X）．
をうる．
　∬o（X，Ωを）の基底ωoをとる．∬2（X，Ox）におけるその双対底をζoとす
る．互o（X，Ωを）は自然に∬；R（X）の部分空間とみなせるから2形式ωoは
丑撫（X）の元としてよい・完全系列
0→肌＿1（Ox）ヱ・肌（Ox）巴10x→0
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から，丑π一1：∬2（阪（σx））→1τ2（Ox）なる全射をうる．密一1（6）＝6
となる元為∈互2（呪（Ox））をとる・丑6R（X）には内積がはいっているが，
η∈耳るR（X）がF1にはいるための必要充分条件は，｛η，ωo＞＃0となるこ
とである．上記記号の下に，この事実と定理1を用いて次の命題をうる．
命題4．K3曲面Xに対し，　Erobenius写像
F・互2（WOx））→∬2（照Ox））
がi＝1，＿，抱一1に対して零写像である≒する．このとき，九（φx）≧η十1
であるための必要充分条件は〈委。（（緬），ωo＞＝◎となることである．
　この命題によって，M④におけるM（外十1）の定義方程式をつくることが
できる．第1節の結果は，この方程式によって定義される多様体の接空間の
構造を調べることによって得られる．詳細は［3］をご覧いただきたい．また，
アーベル曲面についての対応する結果については国にある，Calabi－Yau
多様体に対しても同様の方法を適用することができるが，これについては
現在論文を準備中である．
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